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験



従
軍
体
験

二
度
目
の
召
集
で
第
十
六
軍
司
令
部
副
官
部
に
所
属
。
麻
布
の
東
部
八

部
隊
に
宿
泊
。
青
山
の
陸
軍
大
学
校
で
出
発
準
備
を
し
、
昭
和
十
六
年
十

二
月
二
八
日
陸
大
出
発
。

三
十
日
大
阪
港
出
帆
。
玄
界
灘
を
元
日
に
通
過
。

ほ
と
ん
ど
船
酔
い
で
食
欲
な
く
青
ざ
め
て
い
た
。

高
雄
に

一
月
八
日
上
陸
。
気
温
よ
く
現
地
人
が
パ
パ
イ
ヤ
と
バ
ナ
ナ
を

売
り
に
来
た
。

二
房
二
十
数
本
が
七

O
銭
と
安
か

っ
た
の
で
二
房
買

っ
て

食
べ
た
ら
下
痢
を
し
た
。

治
集
団
集
結

第
十
六
軍
は
今
村
均
中
将
司
令
官
、
満
州

(中
国
東
北
部
)
方
面
か
ら

高
雄
に
集
結
。
こ
の
船
が
水
を
積
み
込
む
の
で
高
雄
の
水
道
は
十
日
ほ
ど

出
な
か

っ
た
。
私
ど
も
司
令
部
要
員
の
宿
泊
は
温
泉
つ
き
の
保
養
所
で
、

一
月
な
の
に
砂
浜
は
暑
く
、
泳
い
だ
り
温
泉
フ

l
ル
に
浸
る
テ
ン
ホ
!
な

気
分
だ
が
、
水
泳
は
懸
命
に
や
ら
さ
れ
た
。

勉
強
は
、
法
務
官
が
「
日
中
戦
争
が
未
だ
に
続
い
て
い
る
理
由
の

一
つ

は
、
兵
の
無
謀
な
行
為
が
住
民
の
反
感
を
か

つ
て
敵
は
終
戦
に
応
じ
な
い

の
だ
。

我
々
は
い
か
に
戦
に
勝

っ
て
も
民
心
を
掌
握
で
き
な
け
れ
ば
戦
勝

午前

涛員

璽梅
l呂l
四
T-:r 
目口

の
成
果
は
な
い
。
皇
軍
の
品
位
を
忘
れ
る
な
」
と
、

じ
え
強
く
教
え
ら
れ
た
。
治
集
団
は
高
雄
を
出
帆
、
途
中
カ
ム
ラ
ン
湾
で

集
結
完
了
。

い
ろ
い
ろ
実
例
を
ま

輸
送
船
八

O
隻
、
護
衛
の
駆
逐
艦
潜
水
艦
二
O
隻
、
兵
力
十
万
人
の
堂
々

た
る
船
団
を
歌
っ
た
唄
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治
集
団
東
印
度
艦
艇
の
唄波

を
蹴
破
る
幾
夜
き
ぞ

遠
く
御
世
や
を
聞
か
せ
し
海
原
進
む
我
が
軍
の

す
め
ら
み
こ
と

威
風
南
を
お
お
い
た
り
皇
軍
の
行
く
と
こ
ろ

み

い
御
威
づ
輝
く
ス
メ
ル
山

南
十
字
星
の
星
を
見
てた

て
よ山
南の
の草
同2木
胞tも
よひ

れ
伏
し
て

我今
と蘇
挙ネる
りむ
てこ
打の
ち民
立
て
ん

新
し
き
世
の
こ
の
楽
土

敵
前
上
陸

昭
和
十
七
年
三
月

一
日
治
集
団
は
東
部
、
中
部
、
西
部
の
三
方
面
か
ら

敵
前
上
陸
強
行
。
司
令
部
要
員
の
乗

っ
て
い
る
桜
丸
、
龍
城
丸
、
あ
き
つ

丸
等
数
隻
は
、
パ

ン
タ
ム
湾
の
海
戦
で
魚
雷
攻
撃
さ
れ
沈
没
。
海
面
に
浮



い
た
油
の
海
を
泳
ぎ
、
暁
部
隊
の
小
舟
に
助
け
ら
れ
上
陸
。
今
村
閣
下
も

シ
ャ
ツ
一
枚
で
泳
い
で
い
る
の
を
暁
部
隊
の
兵
に
気
合
を
か
け
ら
れ
引
き

上
げ
ら
れ
話
の
種
と
な
る
。

そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
抵
抗
な
く
バ
ン
ド
ン
に
逃
げ

て
行
き
、
敵
の
軍
使
は
白
旗
を
掲
げ
降
伏
し
て
来
た
が
、
バ
ン
ド
ン
に
集

結
し
た
か
ら
こ
こ
を
除
い
て
く
れ
と
条
件
付
降
伏
だ
。
今
村
司
令
部
は
無

条
件
降
伏
を
要
求
し
、
バ
ン
ド
ン
総
攻
撃
体
制
を
配
備
。
カ
リ
ジ
ヤ
テ
イ

会
見
で
、
「
ノ
|
」
か
「
イ
エ
ス
」
か
で
無
条
件
降
伏
す
。
昭
和
十
七
年
三

月
九
日
だ
。
上
陸
地
か
ら
パ
タ
ビ
ヤ
(
現
在
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
)
に
向
か
う

道
路
の
太
い
並
木
に
穴
が
開
け
て
あ
る
。
敵
は
爆
薬
を
仕
掛
け
日
本
軍
の

進
撃
を
妨
害
す
る
作
戦
だ

っ
た
が
、
日
本
軍
の
急
進
撃
で
爆
破
す
る
暇
が

な
く
逃
げ
た
。
接
収
し
た
車
に
が
ソ
リ
ン
を
補
給
し
た
。
走
行
中
は
良
い

が
し
ば
ら
く
停
車
し
て
始
動
す
る
と
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
い
。
敵
が
松

ヤ
ニ
を
入
れ
た
た
め
気
化
器
の
ポ
ン
プ
が
動
か
な
い
の
だ
。

敵
連
合
軍
捕
虜
は
各
収
容
所
に
分
散
し
、
オ
ラ

ン
ダ
軍
と
婦
女
子
は
別

に
収
容
し
た
。

今
村
軍
司
令
官
に
随
行

軍
司
令
官
の
護
衛
車
操
縦
士
で
ジ
ャ
ワ
全
島
を
視
察
随
行
。
閣
下
の
車

の
す
ぐ
後
を
走
る
。
憲
兵
が
側
に
、
後
方
に
狙
撃
兵
、
軽
機
関
銃
兵
、
指

揮
の
将
校
が
乗
り
込
む
。
沿
道
至
る
所
で
日
の
丸
の
小
旗
を
手
に
ニ

ッ
ポ

l
ン
、
ニ

ッ
ポ
l
ン
の
大
歓
迎
。
捕
虜
収
容
所
の
前
で
は
、
連
合
軍
の
捕

虜
が
整
列
し
て
い
る
前
を
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
閣
下
が
挙
手
の
札

戦
闘
は
わ
ず
か
七
日
、

を
し
て
通
過
。
視
察
ホ
テ
ル
の
前
な
ど
は
黒
山
の
人
の
波
。
戦
勝
国
の
誇

り
高
き
気
分
を
噛
み
し
め
最
高
の
感
激
だ
。

パ
タ
ビ
ヤ
捕
虜
収
容
所
本
部

パ
タ
ビ
ヤ
捕
虜
収
容
所
本
部
に
自
動
車
担
当
で
勤
務
し
た
。
パ
タ
ビ
ヤ

に
は
収
容
所
が
五
か
所
あ
り
、
人
数
は
一
か
所
二
千
名
か
ら
二
千
五
百
名
。

私
の
仕
事
は
、
各
収
容
所
に
肉
や
魚
を
、
午
後
は
マ
ン
ダ
レ
|
駅
ホ
ー
ム

に
到
着
し
た
野
菜
を
運
搬
す
る
ト
ラ

ッ
ク
の
指
揮
官
。
入
荷
量
を
収
容
所

の
人
数
に
応
じ
て
下
士
官
が
配
分
し
、
ト
ラ
ッ
ク
数
台
に
積
み
込
む
。
作

業
や
車
の
運
転
は
捕
虜
が
や
り
、
日
本
軍
は
小
銃
を
持
っ
た
兵
が
五
名
づ

っ
先
頭
と
後
尾
の
車
に
乗
る
。
私
の
宿
舎
は
オ
ラ
ン
ダ
軍
司
令
官
や
高
級

将
校
の
営
内
で
、
朝
な
夕
な
に
散
歩
や
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
で
体
力
保
持
に
熱

心
な
姿
が
見
ら
れ
た
。
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十
六
軍
司
令
部
編
成
替

今
村
閣
下
は
、
日
本
軍
の
戦
力
は
出
し
尽
く
し
た
か
ら
、
こ
の
辺
で
停

戦
す
べ
き
だ
と
の
意
見
。
参
謀
部
の
将
校
が
我
々
の
待
機
所
に
遊
び
に
き

て
、
「
君
達
遠
か
ら
ず
内
地
に
還
れ
る
か
ら
無
駄
遣
い
せ
ず
、
ワ
ニ
皮
の
ハ

ン
ド
バ
ッ
ク
を
買
っ
て
お
け
」
な
ど
と
談
笑
し
た
。
大
本
営
と
意
見
を
異

に
し
、
今
村
閣
下
は
内
地
に
呼
び
戻
さ
れ
た
。
私
は
独
立
守
備
歩
兵
第
五

三
大
隊
第
二
中
隊
に
転
属
。
大
隊
本
部
の
兵
器
係
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
部
隊

は
パ
タ
ビ
ヤ
か
ら
ス
マ
ラ
ン
に
移
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
各
中
隊
分
散
警
備
に

「
ノ
、

a
'
-
。

イ
し
丈



ボ
ゴ

l
ル
の
幹
部
教
育
隊
勤
務

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
青
年
を
日
本
の
士
官
学
校
に
習
っ
て
将
校
要
員
と
し

て
養
成
す
る
の
だ
。
教
育
隊
長
は
中
野
学
校
出
身
の
柳
川
宗
成
大
尉
。
四

O
名
編
成
で
四
区
隊
別
に
大
団
長
、
中
団
長
、
要
員
一
区
隊
。
教
育
は
厳

し
く
、
親
日
派
で
ジ
ャ
ワ
の
防
衛
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
が
現
在
の

独
立
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。

「
教
育
は
人
な
り
熱
な
り
」
、
起
床
と
同
時
に
上
半
身
裸
で
営
門
を
飛
び

出
し
、
隣
の
広
場
に
整
列
。
教
育
隊
長
の
号
令
で
皇
居
逼
拝
を
し
て
訓
示

が
終
わ
る
と
、
班
長
の
指
導
で
教
練
を
三

O
分
ほ
ど
し
て
隊
に
帰
る
。
朝

食
後
午
前
中
は
演
習
、
午
後
は
学
科
。
彼
等
は
将
来
の
独
立
を
夢
み
て
熱

心
で
あ
り
、
青
年
は
国
の
花
で
あ
る
と
誇
り
を
も
っ
て
い
た
。
現
大
統
領

ス
ハ
ル
ト
氏
も
入
っ
て
い
た
。

一
人
の
生
徒
に
数
人
の

チ
ン
タ
|
(
恋
人
)
が
面
会
に
来
る
状
態
で
、
我
々
教
官
は
度
々
会
食
に

招
待
さ
れ
た
。
教
育
隊
を
修
了
す
る
と
各
州
に
帰
り
、
五

O
O
名
単
位
の

防
衛
義
勇
軍
大
田
を
創
設
。
日
本
軍
は
将
校
一
名
下
士
官
五
名
で
指
導
す

る
。
通
訳
が
一
人
づ
っ
配
属
さ
れ
、
私
は
ケ
ド
l
州
マ
ゲ
ラ
ン
大
団
で
、

通
訳
は
十
八
歳
の
ス
カ
ル
ノ
君
だ
。

こ
の
学
校
に
入
っ
た
こ
と
は
大
変
な
人
気
で
、

敗
戦
所
感

指
導
官
か
ら
原
隊
に
戻
り
、
兵
器
係
と
な
っ
た
。
昭
和
二

O
年
八
月
十

五
日
、
予
定
通
り
ス
ラ
パ
ヤ
の
師
団
司
令
部
に
兵
器
受
領
の
た
め
ソ
ビ
ー

ル
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
運
転
手
)
に
運
転
さ
せ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
を

ス
ラ
パ
ヤ
の
指
令
部
に
到
着
後
兵
器
室
に
顔
を
出
す
と
、
も
う
証

票
な
ど
不
要
。
「
欲
し
い
だ
け
倉
庫
に
行
っ
て
積
ん
で
行
け
」
平
常
と
全
く

違
う
。
司
令
部
雇
買
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
は
、
給
料
二
か
月
分
と
白
布

一
反
を
退
職
金
と
し
て
持
た
せ
解
散
中
だ
。
昼
食
は
司
令
部
で
せ
よ
。
赤

道
を
造
か
に
越
え
た
ス
ラ
パ
ヤ
で
天
皇
の
玉
音
を
聞
き
、
張
り
詰
め
て
い

出
発
。

た
心
に
異
様
な
不
安
を
感
じ
た
。
本
土
決
戦
を
せ
ず
、
耐
え
難
き
を
耐
え
、

忍
び
難
き
を
忍
ん
で
日
本
民
族
の
最
後
の
一
線
を
守
る
た
め
と
感
じ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
に
部
品
と
手
入
用
反
物
を
沢
山
積
ん
で
、
「
帰
り
ま
す
」
と
挨

拶
す
る
と
、
「
気
を
つ
け
て
帰
れ
」
と
注
意
さ
れ
た
が
、

そ
の
意
味
な
ど
気

に
せ
ず
、

い
つ
も
の
通
り
中
国
人
の
屈
に
入
る
。
庖
主
が
「
ト
ア
ン
(
私

ギ
ル
ダ
ー
あ
る
か
」
「
ノ

l
」
と
答
え
る
。
「
日
本
戦
争
敗
け

た
、
軍
票
ダ
メ
」
と
き
た
。
「
畜
生
」
と
思
っ
た
が
仕
方
な
い
。
別
の
中
華

庖
に
入
っ
た
が
同
じ
態
度
。
仕
方
な
い
、
パ
ッ
サ
ル
(
常
設
市
場
)
で
パ

パ
イ
ヤ
と
バ
ナ
ナ
を
買
い
に
や
り
、
反
物
と
交
換
し
て
食
べ
な
が
ら
帰
っ

た
。
終
戦
を
知
る
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
独
立
を
宣
言
。
行
動
中
の
日
本
軍

の
銃
剣
類
を
強
奪
。
抵
抗
す
る
が
多
数
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
竹
槍
で
向

か
っ
て
く
る
。
走
行
中
の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
、
道
路
に
障
害
物
を
置
き
、
停

車
す
る
と
積
荷
を
ボ
ン
ボ
ン
放
り
出
し
て
掠
奪
だ
。
ム
ル
テ
ガ
(
独
立
)

活
動
は
こ
う
し
た
展
開
だ
。
私
は
何
の
妨
害
も
な
く
隊
に
帰
れ
た
。
終
戦

後
の
生
活
は
不
安
と
流
言
飛
語
で
怒
る
者
、
自
殺
す
る
者
、
脱
走
す
る
者

等
で
、
点
呼
の
た
び
に
人
員
が
足
り
な
い
。

- 12 

の
こ
と
)
、

ト
ラ
ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
た
め
、

私
が
ジ
ー
プ
で
村
井
君
の
ト



ム
ル
テ
ガ
連
中
が
集
団
で
ト
ラ

ッ

マ
レ

l
語
と
日
本
語
で
話
し
た
が
彼
等
は
聞
き
入
れ

ラ
ッ
ク
を
牽
引
し
て
営
門
を
出
る
と

ク
を
く
れ
と
来
た
。

ず
、
怒
っ
た
村
井
君
が
ク
ラ
ン
ク
ハ
ン
ド
ル
を
持
ち
出
し
て
き
た
。
彼
等

は
ピ
ス
ト
ル
を
向
け
て

一
O
O
人
ほ
ど
の
集
団
で
武
器
を
持
っ
て
い
る
。

私
は
村
井
君
を
制
止
し
て
彼
等
の
頭
目
に
話
し
た
。
「
独
立
す
る
君
達
の
気

持
ち
は
よ
く
分
か
る
。
俺
は
ボ
ゴ
ー
ル
で
君
等
の
幹
部
を
教
育
し
た
教
官

だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
を
助
け
る
兄
弟
で
は
な
い
か
」
と
説
得
し
、

了
解
し
て
こ
と
は
収
ま
り
、
彼
等
は
ス
ダ
ラ

(兄
弟
)
ス
ダ
ラ
と
言
っ
て

引
き
揚
げ
た
。

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
憲
兵
隊
攻
撃
さ
る

我
々
の
近
く
の
憲
兵
隊
が
包
囲
さ
れ
、
近
く
の
民
家
を
立
ち
退
か
せ
攻

防
戦
が
続
い
た
。
私
達
は
銃
火
器
を
取
り
出
し
助
け
に
行
こ
う
と
し
た
が
、

間
瀬
部
隊
長
の
厳
命
で
果
た
せ
ず
、
憲
兵
隊
は
弾
丸
を
射
ち
尽
く
し
降
伏
。

勝
ち
誇
っ
た
彼
等
は
、
私
達
を
上
半
身
裸
に
し
て
ジ
ョ
ク
シ
ャ
の
街
を
行

進
さ
せ
、
刑
務
所
に
収
容
し
た
。

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
メ
ラ
ン
ピ
山
麓
に
移
動
。
英
軍
マ
ウ
ン
ド
バ

ツ
テ
ン
の
電
信
の
指
示
通
り
、
武
器
弾
薬
を
集
結
完

T
。
自
活
の
生
活
に

移
り
、
農
作
業
で
夢
も
希
望
も
な
い
生
活
を
し
て
い
た
。

祖
国
に
還
れ
そ
う
な
日

昭
和
二
一

年
五
月
十
日
、
パ
ロ
ス
を
後
に
テ
ガ
ー
ル
港
へ
装
具
を
背
負

い
歩
い
て
い
た
ら
、
後
方
か
ら
班
長
殿
、
班
長
殿
と
声
が
か
か
る
。
見
る

と
私
が
ボ
ゴ

l
ル
で
教
育
し
た
ス
ヂ
ヨ
ノ
君
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
高
指
令

部
か
ら
我
々
の
部
隊
の
輸
送
指
揮
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
と
申
し

お
体

を
大
切
に
お
国
に
お
還
り
下
さ
い
と
親
し
み
を
込
め
た
日
本
語
で
話
し
か

独
立
し
た
現
状
な
ど
夢
多
き
未
来
を
彼
は
自
信
に

け
、
教
育
隊
の
こ
と
、

満
ち
た
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

私
の
青
春
は
、
ア
ジ
ア
の
国
を
ア
ジ
ア
人
の
手
で
取
り
返
し
た
、
民
族

の
歴
史
に
残
る
事
業
に
参
加
し
た

一
人
と
し
て
誇
り
に
思

っ
て
い
る
。
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